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現地医師らの熱意によって
次へと進む医療支援

医療支援の歴史をふり返る
～社会貢献者表彰受賞を記念して～

2014年度通常総会報告

事務局日誌より主な活動報告

事務局からのお知らせ
～商品価格の改定とイベント紹介～

募金者のお名前とメッセージ

■発　行　　 NPO法人チェルノブイリ医療支援ネットワーク
　　　　 〒811-3102　福岡県古賀市駅東2-6-26パステル館203号
　　　　 TEL/FAX　092-944-3841　　Email jimu@cher9.to　　　
　　　　 ホームページ　http://www.cher9.to/
■募金口座　郵便振替口座　01770-1-65328
　　　　　　楽天銀行　　　ジャズ支店（支店番号201）（普）7017104

チェルノブイリ医療支援ネットワークは、チェルノブイリ原発事故で被災した人々のために、
現地から求められる医療支援を行います。
この活動を通して、日本とベラルーシの人々の心と心のつながりを深めます。

2007年に日本医科大学で甲状腺の内視鏡手術を受けたアリョーシャさん（中央）との再会
昨年秋に結婚され、お腹には赤ちゃんが。おめでとうございます！

特集：ベラルーシ訪問帰国報告（2）
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特集：ベラルーシ訪問帰国報告（2）

現
地
医
師
ら
の
熱
意
に
よ
っ
て
次
へ
と
進
む
医
療
支
援

　

前
号
に
続
き
、
昨
年
秋
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
訪
問
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
９
月
30
日
か

ら
10
月
５
日
ま
で
の
後
半
部
で
は
、
清
水
一
雄
先
生
の
他
、
日
本
医
科
大
学
の
方
々

と
合
流
し
、
ミ
ン
ス
ク
州
と
ブ
レ
ス
ト
州
に
滞
在
し
ま
し
た
。

①、②ブレスト州立病院での甲状腺内視鏡手術。今回の手術では現地で開発された器具が使われた
③２００７年に日本医科大学で甲状腺の内視鏡手術を受けたアリョーシャさん。傷痕のない首元を見せ
てくれた。④清水先生より共同論文を手渡され、説明を受ける医学再教育アカデミーのデミチク所長

②③④

⑤
、
⑥
外
務
省
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
っ
て
ブ
レ
ス
ト
州
立
内
分
泌
診

療
所
へ
新
た
に
導
入
さ
れ
た
医
療
機
器

⑤

⑥

草
の
根
の
活
動
か
ら
、
ア
カ
デ

ミ
ー
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
へ

　

後
半
部
の
メ
ン
バ
ー
は
日
本
医
科
大

学
よ
り
清
水
先
生
、五
十
嵐
健
人
先

生
、
長
岡
竜
太
先
生
、
太
田
恵
介
先

生
、
廣
田
明
子
さ
ん
の
５
名
に
、
前
半

部
か
ら
参
加
の
城
景
子
さ
ん（
会
員
）、

山
田
英
雄
さ
ん（
医
療
通
訳
）、チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｃ
Ｍ
Ｎ
）ス
タ
ッ
フ
の
河
上
、
川
原
を

加
え
た
計
９
名
で
し
た
。

　

ミ
ン
ス
ク
州
で
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
医
学

再
教
育
ア
カ
デ
ミ
ー
を
訪
問
し
、デ
ミ

チ
ク
所
長
、ラ
リ
サ
教
授
と
再
会
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
清
水
先
生
よ
り
、こ

れ
ま
で
に
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
行
わ
れ
た
甲

状
腺
内
視
鏡
手
術
に
関
す
る
論
文
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
秋
の
ベ
ラ
ル
ー

シ
訪
問
時
に
は
、清
水
先
生
に
対
す
る

医
学
再
教
育
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
教
授

の
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。
そ
の
後
、ミ
ン
ス
ク
州
内
に
あ
る

腫
瘍
登
録
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
て
か
ら

ブ
レ
ス
ト
州
へ
向
か
い
ま
し
た
。

 

外
務
省
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
っ
て

ハ
ー
ド
面
が
よ
り
充
実
に

　

97
年
の
甲
状
腺
が
ん
検
診
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
開
始
当
初
か
ら
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
ブ
レ
ス
ト
州
立
内
分
泌
診
療
所

で
す
が
、こ
の
度
、外
務
省
Ｏ
Ｄ
Ａ「
草

の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
資
金

協
力
」よ
り
約
812
万
円
分
の
供
与
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
支
援
に
よ
り
医

療
設
備
の
充
実
が
図
ら
れ
、検
査
室
の

新
設
や
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
測
定
器
、
最

新
型
エ
コ
ー
の
導
入
な
ど
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

以
前
甲
状
腺
の
ホ
ル
モ
ン
検
査
は
、

ミ
ン
ス
ク
州
に
て
一
人
あ
た
り
５
〜
８

①
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手
術
を
見
学
す
る
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
医
科
大
学
の
教
授
た
ち（
上
）

術
中
、
術
後
の
出
血
量
を
測
定
。
切
開
手
術
の
場
合
バ
セ
ド
ウ
病
は
手
術
時
の
出
血
量
が
多
く
な
る
こ
と
も
あ
る（
下
）

ド
ル
を
か
け
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
回
の
支
援
に
よ
る
ハ
ー
ド
面

の
整
備
に
よ
っ
て
、Ｃ
Ｍ
Ｎ
と
の
検
診

活
動
で
培
っ
た
エ
コ
ー
検
査
や
穿
刺
吸

引
技
術
と
、
ホ
ル
モ
ン
検
査
と
を
一
貫

し
て
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、甲
状

腺
が
ん
の
早
期
診
断
が
よ
り
ス
ム
ー
ス

に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
訪
問
に
合
わ
せ
て
、ブ

レ
ス
ト
州
ピ
ン
ス
ク
地
区
よ
り
ア

リ
ョ
ー
シ
ャ
さ
ん（
写
真
③
説
明
文
参

照
）が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
２
０
１
３
年
９
月
に
結
婚
さ
れ
、

10
月
現
在
は
妊
娠
５
ヶ
月
と
の
こ
と
。

ご
家
族
が
末
永
く
幸
せ
で
あ
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

 

現
地
で
開
発
さ
れ
た
器
具
を

用
い
て
の
内
視
鏡
手
術

　

翌
日
は
ブ
レ
ス
ト
州
立
病
院
に
て
甲

状
腺
内
視
鏡
手
術
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
現
地
で
甲
状
腺
内
視
鏡
手
術
に

取
り
組
む
イ
ー
ゴ
ル
医
師
ら
が
、独
自

の
手
術
器
具
を
開
発
し
て
症
例
数
を

増
や
し
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
手
術

で
は
、こ
の
現
地
で
開
発
さ
れ
た
器
具

を
用
い
て
手
術
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研

究
熱
心
な
イ
ー
ゴ
ル
医
師
ら
は
、
新
た

な
器
具
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
手
術
を
受
け
た
患
者
さ
ん
は

34
歳
の
女
性
。
こ
れ
ま
で
ベ
ラ
ル
ー
シ

に
お
い
て
清
水
先
生
が
執
刀
さ
れ
た

内
視
鏡
手
術
は
す
べ
て
良
性
腫
瘍
の

患
者
さ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
初
め
て

バ
セ
ド
ウ
病（
※
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が

過
剰
に
分
泌
さ
れ
る
病
気
。
発
汗
、動

悸
や
息
切
れ
、
疲
れ
や
す
く

な
る
な
ど
の
症
状
が
あ
る
）の

患
者
さ
ん
で
し
た
。
手
術
は

約
２
時
間
半
を
要
し
ま
し
た

が
、無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、ロ
シ
ア
の
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
医
科
大
学
の
教

授
３
名
よ
り
手
術
を
見
学
し

た
い
と
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
術

後
は
イ
ー
ゴ
ル
医
師
ら
が
開
発
し
た

手
術
器
具
の
説
明
に
対
し
て
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
り
、清
水
先
生
へ
質
問
を

し
た
り
と
、関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

 

ベ
ラ
ル
ー
シ
で
培
わ
れ
た

技
術
と
経
験
を
福
島
へ

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
３

年
目
を
迎
え
ま
す
。
原
発
事
故
の
影

響
で
、
今
後
ど
う
い
っ
た
問
題
が
出
て

く
る
の
か
、
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
よ
っ
て
ベ
ラ

ル
ー
シ
の
医
師
が
培
っ
て
き
た
技
術
や

経
験
を
、何
ら
か
の
形
で
今
後
の
被
災

者
支
援
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
３
月
初
め
に
、
活

動
当
初
か
ら
の
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
ブ
レ
ス
ト
州
立
内
分
泌
診
療
所
の
ア

ル
ツ
ー
ル
医
師（
下
写
真
左
）、ウ
ラ
ジ

ミ
ー
ル
医
師（
同
右
）の
２
名
が
来
日

さ
れ
、福
島
で
の
講
演
会
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
次
号
に
て
報

告
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

Зд
равствуйте！ ３月１日（土）　成田到着、福島へ移動

３月２日（日）　福島での講演会、専門家との会議など
３月３日（月）　獨協医科大学訪問、病院見学など
３月４日（火）　東京へ移動、関係機関訪問など
３月５日（水）　福岡へ移動、関係機関訪問など
３月６日（木）　福岡での講演会
３月７日（金）　成田へ移動
３月８日（土）　成田出発

※今回の招聘は、獨協医科大学国際協力支援センター国際疫学研究室の科学研究費補助金事業
　「チェルノブイリ被災地調査に基づく中・長期的原発事故後影響の予防医学的研究」（代表者：木村真三准教授）によるものです。

アルツール先生、ウラジミール先生の来日スケジュール
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医
療
支
援
の
歴
史
を
ふ
り
返
る

（
公
財
）
社
会
貢
献
支
援
財
団
「
社
会
貢
献
者
表
彰
」
受
賞

　

こ
の
度
、（
公
財
）社
会
貢
献
支
援
財
団
よ
り
平
成
25
年
度「
社
会

貢
献
者
表
彰
」を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、１
９
９

７
年
か
ら
現
在
ま
で
の
医
療
支
援
の
歴
史
を
ふ
り
返
り
た
い
と
思
い

ま
す
。会
員
の
皆
さ
ん
や
協
力
者
か
ら
の
支
援
に
よ
っ
て
、
点
か
ら
線

へ
、線
か
ら
面
へ
と
広
が
っ
て
き
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の
医
療
活
動
の
成
果

を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

２
０
１
３
年
１１
月
、
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
に
て
表
彰
式
典
が
開
催
さ
れ
、

医
療
通
訳
の
山
田
英
雄
さ
ん
、
Ｃ
Ｍ
Ｎ
理
事
長
の
河
上
が
参
加
し
、

表
彰
状
と
副
賞
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
祝
賀
会
に
は
関
東
方
面
を
中

心
に
た
く
さ
ん
の
方
が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

第一回：サナトリウム運営から本格的な医療支援の展開へ

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
被

災
地
で
小
児
甲
状
腺
が
ん
が
急
増

と
い
う
情
報
が
入
る
よ
う
に
な
っ

た
90
年
代
半
ば
。
ミ
ン
ス
ク
郊
外

で
の
保
養
事
業
終
了
に
伴
い
、Ｃ
Ｍ

Ｎ
の
前
身
団
体
で
あ
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
支
援
運
動
・
九
州
で
は
次
な

る
展
開
へ
向
け
て
の
検
討
が
重
ね

ら
れ
て
い
た
。

「
広
島
に
甲
状
腺
が
ん
な
ど
の
医

療
支
援
に
詳
し
い
チ
ー
ム
が
あ
る

ら
し
い
」

　

関
係
者
か
ら
の
知
ら
せ
を
受

け
、
甲
状
腺
専
門
医
の
武
市
宣
雄

先
生
や
ロ
シ
ア
語
医
療
通
訳
の
山

田
英
雄
さ
ん
ら
と
の
出
会
い
が
あ

り
、
果
た
し
て
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の
甲

状
腺
が
ん
検
診
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ

の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
目
指
し

た
も
の
は
、
現
地
の
医
療
関
係
者

と
共
同
で
甲
状
腺
が
ん
の
早
期
発

見
、
治
療
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
。
活
動
の
拠
点
は
汚

染
州
で
あ
り
な
が
ら
、
国
内
外
か

ら
の
支
援
が
十
分
で
な
か
っ
た
ブ

レ
ス
ト
州
。
そ
の
中
で
も
特
に
甲

状
腺
が
ん
の
発
症
数
が
多
か
っ
た

ス
ト
ー
リ
ン
地
区
が
選
ば
れ
た
。

　

97
年
７
月
、
真
っ
新
な
状
態
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
１
回
目
の
検

診
は
ま
さ
に
生
み
の
苦
し
み
だ
っ

た
、
と
当
時
の
関
係
者
は
ふ
り
返
る
。
空

港
で
は
持
参
し
た
医
療
器
材
の
通
関
に
数

時
間
を
要
し
、日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
が
飛

び
交
う
検
診
会
場
に
お
い
て
も
混
乱
極
ま

る
状
況
が
続
い
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
苦

い
経
験
を
日
本
、ベ
ラ
ル
ー
シ
双
方
の
ス

タ
ッ
フ
が
共
有
で
き
た
こ
と
で
、２
回
目
以

降
、回
を
重
ね
る
ご
と
に
検
診
は
ス
ム
ー
ス

な
も
の
と
な
っ
た
。

　

ス
ト
ー
リ
ン
地
区
で
は
２
０
０
１
年
ま

で
の
間
に
計
９
回
の
検
診
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
な
か
で
日
本
か
ら
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
と
医

療
技
術
が
伝
え
ら
れ
、ま
た
現
在
ま
で
続

く
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。
活

動
を
支
え
る
会
員
の
方
々
の
想
い
、日
本
の

専
門
家
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
、そ
し
て
現

地
関
係
者
の
向
学
心
と
の
つ
な
が
り
に

よ
っ
て
、こ
う
し
た
成
果
が
生
み
出
さ
れ

た
と
言
え
る
。

（
次
回
へ
つ
づ
く
）

市民と専門家が協力し、ゼロからスタートしたベラルーシでの甲状
腺がん検診プロジェクト。現地での人材育成、医療機材等の整備と
ともに、医療スタッフや物資の搬送ための手段としてベラルーシ赤
十字へ贈呈された検診車「雪だるま号」も甲状腺がんの早期発見、
治療に大きな役割を果たした。
（左写真は１９９８年のストーリン第５回検診）

初
期
段
階
で
の
活
動
拠
点
地
と
な
っ
た
ス
ト
ー
リ
ン
地
区
中
央
病

院
に
寄
贈
さ
れ
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
エ
コ
ー
（
上
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
か
ら
向
学
心
旺
盛
だ
っ
た
ア
ル
ツ
ー
ル

医
師
。
現
在
は
ブ
レ
ス
ト
州
立
内
分
泌
診
療
所
所
長
と
な
る（
下
）
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 ２０１４年度

一年間のふり返り、今後の展開へ向けて

会
　

告
総

　

報

（
単
位
：
円
）

2013年度　活動決算書（2013年１月１日から2013年12月31日）
及び

2014年度　活動予算書（2014年１月１日から2014年12月31日）

２０１４年２月15日（土）、福岡市人権啓発センター研修室にて、２０
１４年度通常総会を開催し、昨年度の事業、活動決算報告及び、今
年度の事業計画、活動予算についての協議・承認が行われました。
スペースの都合上、簡単な報告となっております。詳しい資料は、団
体ウェブサイトにて公開しているほか、ご希望の方へはお送りしてい
ますので、事務局までご連絡ください。

http://www.cher9.to/kako_katudo.html

２０１４年度運営体制
理 事 長
副理事長
理　　事

監　　事
事 務 局

河上　雅夫
寺嶋　悠
小山　浩一、吉本　美貴
和田　幸策、川原　秀之
小川　峰湖、平川可南子
本田　正之
川原　秀之、三島さとこ

　２０１３年度の海外支援事業としては、ベラ
ルーシ共和国へ医療検診団・調査団を派遣し、現
地調査、甲状腺内視鏡手術等を実施しました。
また国内では、チャリティー事業や報告会の開
催、会報誌の発行等を実施し、ベラルーシや
チェルノブイリの現状について情報を発信しま
した。
　これらの事業によって、被災者の福祉の向上
と、国際交流の促進に寄与できました。
　２０１４年度も引き続き、被災地から必要とさ
れる支援活動を展開し、被災者および被災地の
現状を会員の皆さま、広く一般の方々へ伝えて
いけるように、スタッフ一同頑張ります。

次
号
掲
載
予
告

2013年度も会員の皆さま、多くの方々
のご協力のおかげで、無事に一年間の活
動を終えることができました。
CMNとして「社会貢献者表彰」をいた
だきましたが、この受賞はひとえに皆さ
まから寄せられたご支援による賜物で
す。今度ともチェルノブイリ被災者へ確
かな支援を届けられるよう、どうぞ変わ
らぬご支援、ご協力をよろしくお願いい
たします。

ＣＭＮ理事長　河上雅夫

▲ベラルーシでの甲状腺内視鏡手術（上）
幅広い世代へチェルノブイリを伝える企画として定着しているヘアサロン・スネガビーク（下）

長年の功労者である医療通訳の山田英雄さん、
清水一雄教授とともに

皆さまからの活動支援カンパを被災者支援へとつなげるために、日々の運営を担っている私たちスタッフのことをもっと身近に感じていただきたい！というわけで、次号にてスタッフ紹介をさせていただきます。どうぞお楽しみに。

個性豊かな面子が揃う、ＣＭＮ理事の紹介コーナー



展
示
風
景
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◆
11
月
17
日　

和
白
干
潟
ま
つ
り
に
参
加

◆
１
月
９
日
〜
11
日　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
し
ふ
く
展
示
即
売
会

日々の活動の様子は、HPの
「事務局スタッフブログ」
でも紹介していますます。

http://www.cher9.to/

　事務局日誌より
 主な活動報告

常
連
参
加
の
平
川
理
事

◆
１
月
18
日
、
19
日

海
外
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
安
全
管
理
・
旅
行
業
法
セ
ミ
ナ
ー

演
習
で
の
グ
ル
ー
プ
発
表

福
津
市
若
木
台
の「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
し
ふ
く
」さ
ん
に
て
、
展
示

即
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
日
に
も
ご
近
所
の
方
を
中

心
に
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
交
流
も
で

き
ま
し
た
。
直
接
商
品
を
手

に
と
っ
て
見
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
細
や
か
な
刺
し
ゅ
う
仕

事
、
作
り
手
の
想
い
な
ど
を
感

じ
て
も
ら
え
て
い
た
ら
嬉
し
い

で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば「
Ｎ
Ｇ

Ｏ
人
材
育
成
支
援
事
業
」と
し

て
実
施
さ
れ
た
ス
タ
ツ
ア
の
安

全
管
理
と
旅
行
業
法
に
つ
い
て

学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し

た
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

基
礎
知
識
や
進
め
方
、
旅
行

業
法
と
の
関
係
性
な
ど
に
つ
い

て
、
演
習
を
交
え
て
幅
広
く
学

び
ま
し
た
。
今
後
の
運
営
に

活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。

昨
年
に
続
き
、
北
九
州
市
小

倉
北
区
の
西
日
本
総
合
展
示

場
新
館
に
て
開
催
さ
れ
た

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
に

参
加
し
、ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま

し
た
。
環
境
や
ま
ち
づ
く
り
な

ど
色
々
な
分
野
で
活
動
さ
れ

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
の
活
動

内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

◆
２
月
11
日　

北
九
州
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ

イ
ラ
ス
ト
資
料
な
ど
を
展
示

マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
大
人
気

コーヒー・紅茶キャンペーンのご案内
～安全でおいしいコーヒー・紅茶を飲むことで、チェルノブイリ被災者を支えることができます～

おいしいコーヒー、紅茶を飲んで、気軽にチェルノブイリ支援に参加しませんか？
期間中、商品（コーヒー・紅茶、のぞみ21雑貨、書籍など）を合計5千円以上ご注文いただいた先着15名の方に南
相馬ファクトリーの缶バッジ1個をプレゼントします！

期間 ２０１４年 ３月１５日（土） ～ ４月１５日（火）まで

ご注文はTEL/FAX、メール等でお気軽に事務局まで。
お買上げ総額5000円以上で送料無料となります。

昨
年
に
続
き
、
福
岡
市
東
区
の
和
白
干
潟
で
開
催
さ
れ
た
お

祭
り
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
活
動
紹
介
や
の
ぞ
み
21
商
品
、
支

援
コ
ー
ヒ
ー
、
震
災
支

援
グ
ッ
ズ
な
ど
の
販

売
を
し
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
お
天
気
の
中
、

小
物
を
中
心
に
な
か

な
か
の
売
れ
行
き
で

し
た
。
干
潟
の
掃
除

や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
に
も
参
加
で
き
ま

し
た
。

福
岡
市
役
所
１
Ｆ
の
多
目
的

ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
た
フ
ェ
ス

タ
に
て
２
日
間
活
動
紹
介
ブ
ー

ス
を
出
展
し
ま
し
た
。
期
間

中
は
ブ
ー
ス
出
展
の
ほ
か
、ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
あ
り
、

色
々
な
分
野
で
活
動
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
取
り
組
む

企
業
な
ど
が
各
々
の
活
動
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
場
と
な
り
ま
し

た
。

◆
２
月
17
日
、
18
日

ふ
く
お
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
ぇ
す
た

写真は一例です。デザインはお任せください。
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販
売
価
格
改
定
の
お
知
ら
せ

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
支
援
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶

　

い
つ
も
支
援
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
を
通
し
て
の
活
動
支
援
に
ご
協
力
く
だ

さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
度
、
２
０
１
４
年
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
増
税
に
と
も
な
い
、

販
売
価
格
を
改
定
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た

し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

価格の変更は、2014年３月25日（火）正午以降の受注分より開始します

髪
を
切
る
だ
け
で
、
誰
で
も

国
際
協
力
が
で
き
る
っ
て
ホ
ン
ト
？

商品
レギュラーコーヒー（豆／粉）
麻珈琲
ドリップコーヒー、インスタントコーヒー
水出し珈琲パック「森のしずく」
紅茶（リーフ、ティーバッグ）

改定前
850円
1,050円
1,050円
900円
550円

改定後
900円
1,100円
1,100円
950円
600円

（価格はすべて内税表示です。詳細は同封の商品カタログもご参照ください）

カフェインレスコーヒー（レギュラー/インスタント）は各1,100円より変更あり
ません。
これまでどおりご注文合計５０００円以上で送料無料となります。５０００円未満
の場合の送料は、沖縄県のみ１００円値上げ、その他の地域は変更ありません。

取り扱い中止、休止のお知らせ

有機栽培・南インド紅茶
生産地での天候不順による生産量の減少で入荷が遅れてい
ます。在庫分がなくなり次第、販売を一時休止いたします。
在庫切れの時期は２０１４年３月上～下旬を予想しています。
代替品として「有機栽培・セイロン紅茶」もあります。

有機栽培・ティモンコーヒー（東ティモール）
仕入価格の変更にともない、取り扱いを中止することになりました。
なお２０１４年３月２５日（火）正午までのご注文は可能です。

え!?

本当です今年もやります！　ヘアサロン・スネガビーク２０１４

会　場） 福岡 大村美容ファッション専門学校
オムニススタジオ（福岡市中央区大名２－１－３５－２F)

料　金） 1500円（シャンプー、カット、ブロー）
♪おいしいオーガニックコーヒーもプレゼント♪

プロの美容師さんにお手ごろ料金で髪を切ってもらって、オシャレに変
身♪　しかもチェルノブイリ被災者への支援にもつながるという一石二
鳥のヘアサロンにあなたも来てみませんか？
福岡市のヘアサロン、美容専門学校などと協力してＣＭＮが企画運営
する年に一度きりのチャリティー美容室「ヘアサロン・スネガビーク」。
収益金はチェルノブイリ原発事故および東日本大震災で被害を受けた
方への支援にあてられます。誰でも、オシャレに気軽に参加できる社会
貢献活動として、毎年好評をいただいています。
今年は10月13日（月祝）もしくは11月24日（月祝）に開催する予定で
す。詳細は追ってご案内しますので、どうぞお楽しみに☆

「スネガビーク」は、ベラルーシ語で「雪の妖精、雪だるま」を意味します。一年
の半分が雪に覆われるベラルーシにとって、日本の市民、専門家たちによる
継続的な医療支援は、幸福と喜びをもたらす「スネガビーク」のようでもある
と聞いていることに由来します。  

Handicrafts  Fair Trade  Organic

会場では支援コーヒー、紅茶、のぞみ21商
品、震災支援グッズなども販売します。
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０
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検索チェルノブイリ　医療支援

次
号
に
て
報
告
予
定
、今
年
３
月
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
専
門
家
医
招
聘
事
業
で
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
木
村
真
三
先
生（
獨
協
医
科
大
学
国
際
疫
学
研
究
室
准
教
授
）を
福
岡
へ
お
招
き
し
て
の
講
演
会
を
、昨
年
に
続
い
て
今
年

も
計
画
中
で
す（
※
）。チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、そ
し
て
福
島
に
お
い
て
、被
災
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
熱
心
に
研
究
活
動
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
木
村
先
生
か
ら
、被
災
地
の
生
の
声
を
福
岡
の
皆
さ
ん
へ
届
け
て
い
た
だ
く
場
に
で
き

る
よ
う
、ス
タ
ッ
フ
一
同
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
企
画
を
練
り
た
い
と
思
い
ま
す
。詳
細
は
次
号
の
会
報
な
ど
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！（
み
）

※（
公
財
）よ
か
ト
ピ
ア
記
念
国
際
財
団
よ
り「
国
際
交
流
活
動
助
成
金
」を
受
け
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

編集
後記

　

相
川
美
智
子　
稲
吉
清
子　
井
上
泰
子　
岩
森
久
美　
上
野
三
佳
子　

大
田
澄
子　
大
谷
正
穂　
小
川
令
美　
小
川
麻
由
美　
沖
佐
和
子　
小

野
直
子　
音
楽
グ
ル
ー
プ「
ク
リ
ュ
テ
ィ
エ
」　
片
岡
直
樹　
辛
島
恵
里　

川
原
秀
之　
川
原
美
穂　
川
辺
希
和
子　
木
下
由
香　
古
賀
千
種　
小

島
輝
巳　
佐
々
木
悦
子　
定
村
洋
子　
佐
藤
久
美　
サ
ト
ウ
矯
正
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク　
庄
籠
道
子　
西
覚
寺
仏
教
婦
人
会　
高
橋
武
三　
高
山
幸
子

　
田
中
直
子　
田
中
真
理　
谷
村
禎
一・
牧
子　
種
和
子　
中
村
順
子　

中
村
幸
枝　
中
本
博
子　
中
山
久
仁
子　
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
折
尾
伝
道

所
婦
人
会　
野
中
孝
子　
野
原
初
五
郎　
野
村
幸
子　
林
田
英
明　
引

田
良
子　
樋
水
昭
宏　
廣
橋
富
士
枝　
深
堀
ミ
チ
子　
福
井
寿
雄　
福
山

光
子　
桝
田
千
絵　
松
井
由
美
子　
丸
山
さ
よ
り　
森
悠
子　
過
足
智

子　
和
田
伸
夫　
和
田
茉
莉
恵

　[

都
道
府
県
別]

【
福
島
県
】　
１
名　
【
宮
城
県
】　
１
名　
【
東
京
都
】７
名　

【
神
奈
川
県
】４
名　
【
千
葉
県
】　
１
名　
【
埼
玉
県
】１
名　

【
新
潟
県
】　
１
名　
【
長
野
県
】　
１
名　
【
山
梨
県
】１
名　

【
静
岡
県
】　
１
名　
【
愛
知
県
】　
１
名　
【
三
重
県
】１
名　

【
滋
賀
県
】　
１
名　
【
兵
庫
県
】　
２
名　
【
鳥
取
県
】３
名　

【
島
根
県
】　
５
名　
【
広
島
県
】　
12
名　
【
山
口
県
】12
名　

【
愛
媛
県
】　
１
名　
【
福
岡
県
】　
68
名　
【
佐
賀
県
】３
名　

【
長
崎
県
】　
８
名　
【
熊
本
県
】　
14
名　
【
大
分
県
】16
名　

【
宮
崎
県
】　
４
名　
【
鹿
児
島
県
】９
名

　
　
　
　
計
１
８
１
名（
匿
名
含
む
）

●
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん

相
羽
美
香
子　
石
本
祥
二
郎　
礒
道
綾
子　
一
瀬
和
美　
伊
藤
利
恵　
稲
田

照
子　
井
上
礼
子　
岩
口
香
織　
上
田
英
子　
植
田
清
子　
内
野
千
鶴
子

　
有
働
聡
美　
江
原
健
一　
延
壽
富
美　
大
麻
卓
子　
大
久
保
仲
子　
大
久

保
弘
子　
大
崎
知
恵　
太
田
昌
子　
大
場
満　
小
黒
慈
子　
落
石
久
子　

片
山
富
美
子　
金
山
涼
子　
紙
森
優
子　
亀
川
早
苗　
河
上
雅
夫　
川
崎

君
子　
川
﨑
清
美　
川
尻
愛
子　
木
村
雅
子　
倉
掛
大
輔　
古
賀
輝
洋　

古
賀
尚
子　
後
藤
宇
企
子　
財
津
悠
子　
斉
藤
美
代
子　
阪
口
香
奈
子　

坂
口
馨
子　
櫻
井
美
喜
子　
佐
々
野
也
依　
佐
竹
早
苗　
佐
藤
一
江　
佐
藤

進
一　
佐
藤
照
子　
白
浜
千
恵
子　
首
藤
展
子　
高
山
知
佐
子　
竹
田
恵
子

　
武
田
孝
子　
田
中
京
子　
珍
部
千
鳥　
土
持
秀
男
・
由
利
子
・
朱
加　
綱

脇
牧
子　
坪
川
裕
子　
富
永
隆
史　
鳥
井
原
桐
子　
鳥
原
良
子　
永
江
之

子　
永
尾
ゆ
か
り　
中
島
幸
代　
中
島
ま
ゆ
み　
永
野
沙
智
子　
中
村
洋
子

　
楢
崎
悦
子　
西
井
え
り
な　
西
首
延
子　
丹
羽
道
代　
納
富
育
代　
廣

松
初
美　
深
川
哲
臣　
福
井
初
子　
福
本
勍
子　
藤
田
優
子　
藤
本
孝
子

　
渕
田
三
輝　
古
川
恵
子　
松
尾
智
恵
子　
松
木
幸
美　
松
永
庸
子　
丸

山
さ
よ
り　
水
本
敬
子　
三
野
桂
子　
宮
野
義
治　
村
田
聡
子　
村
西
美

由
紀　
村
松
知
子　
室
屋
芳
乃　
山
下
澄
子　
山
中
陽
子　
山
本
亮
輔　

吉
田
美
抄
子　
吉
丸
隆
子　
渡
邉
久
美
子　
渡
邊
真
志
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
１
２
７
名（
匿
名
含
む
）

●
い
つ
も
少
額
で
ご
め
ん
な
さ
い
。
そ
れ
で
も
何
か
の
お
役
に
立
て

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。●
暖
か
い
お
正
月
を
お
迎
え
下
さ
い
。●

出
身
が
石
巻
で
す
。
女
川
原
発
の
再
稼
働
申
請
に
失
望
。●
息
の

長
い
活
動
に
エ
ー
ル
を
お
く
り
ま
す
！
●
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
黙
殺

し
て
、日
本
政
府
は
福
島
を
沈
め
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。●

福
島
の
子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
検
査
に
役
立
て
て
下
さ
い
。●
20

年
来
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。
支
援
し
た
子
ど
も

た
ち
が
結
婚
し
幸
せ
に
な
っ
て
い
る
姿
を
見
れ
る
の
は
嬉
し
い
限

り
で
す
。●
リ
ュ
ー
ダ
さ
ん
、ア
ン
ナ
ち
ゃ
ん
が
元
気
そ
う
で
よ

か
っ
た
で
す
。●
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。●
コ
ー
ヒ
ー
、い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は
知

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。と
て
も
よ
ろ
こ
ば
れ
ま
し
た
。●
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
人
た
ち
の
健
康
と
幸
せ
を
祈
っ
て
い
ま
す
。●
子
ど
も
達
に
少

し
で
も
明
る
い
未
来
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。●
通
信
が
届
く
こ
と
に

よ
っ
て
、原
発
事
故
に
関
わ
る
方
々
の
現
実
的
な
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

場
面
が
、今
も
続
い
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
普

段
は
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る
私
た
ち
。せ
め
て
そ
の
活
動
に
対
し

て
少
し
で
も
手
助
け
と
な
れ
ば
、と
思
い
ま
す
。●
世
界
中
の
皆
が

幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
時
が
来
る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。●
御
活

動
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。●
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
本

を
た
く
さ
ん
読
め
ま
す
よ
う
に
。●
一
人
で
も
多
く
の
人
が
安
心
し

て
く
ら
せ
ま
す
よ
う
に
。●
カ
ン
パ
を
お
送
り
す
る
こ
と
が
で
き
て

嬉
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。●
皆
さ
ん
が
少
し
で
も

お
元
気
に
な
ら
れ
ま
す
様
に
。●
少
額
で
す
が
、復
興
が
す
す
む
よ

う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
２
０
１
３
年
11
月
１
〜
２
０
１
４
年
１
月
31
日
ま
で
に
募
金
を
し
て
下
さ
っ
た
方
、な
ら
び
に「
の
ぞ
み
21
」雑
貨
、支
援
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
等
の
購
入
を

通
じ
て
活
動
を
支
援
し
て
下
さ
っ
た
方
で
す
。通
信
に
お
名
前
を
紹
介
す
る
こ
と
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。）
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